





A Consideration of Establishment Factor of 
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Abstract
The basic ordinance of local governance has been established in many municipalities 
in Japan along with decentralization. But the factor of establishment has not been ana-
lyzed in detail. Through a consideration from the change of the institution of local sys-
tem, it was found that broadening of municipality’s area along with municipals mergers 
caused establishment of the ordinances.
And the electorate living in local governments that established basic ordinance of local 
governance tends not to vote LDP or New Komeito. So, in the merged municipalities, 
broadening effect and political factors cause establishment of the basic ordinance of local 
governance, and in the non- merged municipalities, political factors have meaningful ef-
fect for it.
These suggest that, broadening of municipalities area caused the necessity to strength-


















































































































































































































北海道 56 179 31.3％
青森県 8 40 20.0％
岩手県 7 33 21.2％
宮城県 5 35 14.3％
秋田県 4 25 16.0％
山形県 7 35 20.0％
福島県 9 59 15.3％
茨城県 6 44 13.6％
栃木県 11 25 44.0％
群馬県 3 35 8.6％
埼玉県 22 63 34.9％
千葉県 2 54 3.7％
東京都 14 39 35.9％
神奈川県 20 33 60.6％
新潟県 11 30 36.7％
富山県 2 15 13.3％
石川県 6 19 31.6％
福井県 3 17 17.6％
山梨県 4 27 14.8％
長野県 9 77 11.7％
岐阜県 9 42 21.4％
静岡県 6 35 17.1％
愛知県 17 54 31.5％






滋賀県 7 19 36.8％
京都府 1 26 3.8％
大阪府 14 43 32.6％
兵庫県 14 41 34.1％
奈良県 3 39 7.7％
和歌山県 0 30 0.0％
鳥取県 5 19 26.3％
島根県 4 19 21.1％
岡山県 5 27 18.5％
広島県 3 23 13.0％
山口県 2 19 10.5％
徳島県 2 24 8.3％
香川県 4 17 23.5％
愛媛県 4 20 20.0％
高知県 2 34 5.9％
福岡県 8 60 13.3％
佐賀県 2 20 10.0％
長崎県 1 21 4.8％
熊本県 3 45 6.7％
大分県 8 18 44.4％
宮崎県 2 26 7.7％
鹿児島県 3 43 7.0％
沖縄県 4 41 9.8％
合計 349 1718 20.3％
図表4　都道府県、市区町村ごとの制定状況
制定団体数 現団体数 制定率
都道府県 2 47 4.3％
市区 
（制度的区分）
政令市 3 20 15.0％
中核市 8 47 17.0％
施行時特例市 19 37 51.4％
一般市 190 686 27.7％
特別区（23区） 7 23 30.4％
市合計 227 813 27.9％
市区 
（人口による区分）
50万人以上 11 35 31.4％
40万～50万 5 21 23.8％
30万～40万 8 28 28.6％
20万～30万 21 44 47.7％
10万～20万 57 154 37.0％
5万～10万 68 259 26.3％
5万未満 57 272 21.0％
市区合計 227 813 27.9％
町 113 745 15.2％






























































































変　数 偏回帰係数 標準誤差 標準偏回帰係数 P　値
*：P < 0.05
**：P < 0.01
平成の大合併の有無 0.4013 0.1428 0.1903 0.0050 **
人口 0.0000 0.0000 -0.1400 0.0600
面積 0.0014 0.0003 0.3574 p < 0.001 **
DID人口比 0.9746 0.3073 0.3331 0.0015 **
DID面積比 0.3673 0.4021 0.0818 0.3610
財政力指数 0.9201 0.2814 0.2600 0.0011 **
定数項 -2.6389 0.1699 p < 0.0010 **
n＝1741
-2対数尤度 AIC R2乗 Cox-Snell Nagelkerke 相関係数
























































































変　数 偏回帰係数 標準誤差 標準偏回帰係数 P　値
*：P < 0.05
**：P < 0.01
人口 -1.30671E-06 8.938E-07 -0.19151595 0.143748409
面積 0.001194489 0.000360869 0.351593755 0.000932854 **
DID人口比 0.622947541 0.589649916 0.166626167 0.290753467
DID面積比 0.922891454 1.192302659 0.093952504 0.438906391
財政力指数 -0.128948283 0.757853976 -0.028877534 0.864892765
高齢化率 -0.045312951 0.027052875 -0.272477573 0.093938691
定数項 -0.036433957 1.142292371 0.974555408
n＝595
-2対数尤度 AIC R2乗 Cox-Snell Nagelkerke 相関係数
661.2355137 675.2355137 0.034188645 0.038575746 0.056432597 0.191717545
図表8　（仮説3：非合併自治体）
変　数 偏回帰係数 標準誤差 標準偏回帰係数 P　値
*：P < 0.05
**：P < 0.01
人口 -6.23043E-07 4.19499E-07 -0.126133336 0.137489009
面積 0.002209186 0.000448852 0.396030038 8.57244E-07 **
DID人口比 1.132035529 0.377099994 0.422396735 0.002682558 **
DID面積比 0.155431751 0.457510559 0.040253459 0.734057087
財政力指数 1.06723967 0.359534881 0.328183633 0.002993644 **
高齢化率 -0.011601704 0.015764436 -0.091263918 0.461766247
定数項 -2.527038003 0.629021716 5.88413E-05 **
n＝1142
-2対数尤度 AIC R2乗 Cox-Snell Nagelkerke 相関係数

























































グループ 標本数 合計 平均 分散
自民T得点 349 16629.76273 47.64974995 79.56693247
民主T得点 349 18153.75354 52.01648579 90.58774483
公明T得点 349 16889.19034 48.39309554 67.83991937
共産T得点 349 17843.81014 51.12839582 68.41332369
社民T得点 349 17760.3922 50.88937595 141.3325461
分散分析表




グループ間 4968.053351 4 1242.013338 13.86979099 3.85705E-11 2.377041939




















グループ 標本数 合計 平均 分散
自民T得点 150 7530.749927 50.20499952 65.38961306
民主T得点 150 7791.551796 51.94367864 86.31053207
公明T得点 150 7120.324484 47.46882989 58.05092136
共産T得点 150 7346.351551 48.97567701 60.39422252
社民T得点 150 7713.880019 51.42586679 165.4271118
分散分析表




グループ間 1996.349201 4 499.0873003 5.729096923 0.000152103 2.38388541
グループ内 64900.28772 745 87.11448016
合計 66896.63692 749
図表12　（合併なし）
グループ 標本数 合計 平均 分散
自民T得点 199 9099.012805 45.72368244 81.96266478
民主T得点 199 10362.20174 52.07136555 94.25692648
公明T得点 199 9768.865859 49.08977819 74.41402341
共産T得点 199 10497.45859 52.75104819 68.63636669
社民T得点 199 10046.51219 50.48498586 123.5321731
分散分析表




グループ間 6210.09486 4 1552.523715 17.53067029 6.55107E-14 2.380921072






























































































































































































田中晃代（2012）「「まちつくり条例」から 「自治基本条例」への展開 と行政支援の継続性に関する研究 
豊中市のまちづくりを事例とする」『総合社会学部紀要』第1巻第2号、pp11-18
田中富雄（2013）「議会基本条例の制定背景からみた、自治基本条例制定の促進要因」『自治体学』第26
巻2号、pp.58-63
棚橋匡（2014）「川崎市自治基本条例―その内容と制定過程について」『都市問題』105巻8号、pp. 95-112
丹間康仁（2013）「自治体における協働規定からみた住民と行政の「対等」概念の意味―自治基本条例の
分析を通して―」『日本地域政策研究』第11号、pp.161-168
田丸大（2003）「自治基本条例の制定過程―杉並区自治基本条例を主な素材として―」『駒澤法学』3巻1
号
辻陽（2015）『戦後日本地方政治史論　二元代表制の立体的分析』木鐸社
辻利夫（2012）「新宿区の自治基本条例案・第二次実行計画案に関する区民討議会」『地域開発』574号、
pp.16-21
辻山幸宣（2001）「自治基本条例―地方自治の新展開」『地方分権』24号、きょうせい
辻山幸宣（2002）「自治基本条例の構想」松下圭一・西尾勝・新藤宗幸編『岩波講座 自治体の構想4　機
構』岩波書店
辻山幸宣（2005）「自治基本条例制定運動の現段階と将来展望」西尾勝編『自治体デモクラシー改革－住
民・首長・議会』きょうせい、pp. 303-320
土山希美枝（2015）「自治基本条例と「市民」の定義」『龍谷政策学論集』4巻2号、pp. 65-78
富野暉一郎（2007）「市民自治（直接民主主義）と自治基本条例」『市政研究』、157号、pp. 8-17
中村祐司（2013）「地方分権改革と自治基本条例」『計画行政』36巻2号、pp.11-16
永山博之・富崎隆・青木一益・真下英二（2016）『政治学への扉』一藝社
名取良太（2009）「「相乗り」の発生メカニズム」『情報研究』31号、pp. 67-86
名和田是彦（2007）「地域自治と自治基本条例」『市政研究』157号、pp. 30-39
新川達郎（2005）「総論･自治基本条例の意義と課題」『自治体法務研究』3号、pp. 6-12
沼田良（2010・2011）「自治基本条例と議会基本条例」『自治総研』383号、pp. 13-41・388号、pp. 43-66
沼田良（2011）「大災害時における政治・行政・自治体のあり方 -自治基本条例の意義を転換する -」『自
治総研』第398号、
沼田良・安藤愛（2016）「自治基本条例の現段階と可能性」『自治総研』448号、pp. 65-90・449号、pp. 
27-58・450号、pp. 34-73
林和孝（2012）「1953年の自治基本条例 沖縄県国頭村奥区条例をめくって」『とうきょうの自治』86号、
23
自治基本条例の制定要因に関する一考察［真下英二］
pp.26-30
原田晃樹・松村享（2005）「自治基本条例の制度上の位置づけと策定後の課題」『四日市大学総合政策論
集』4巻1・2号、pp. 49-61
ポール・ピアソン（河野勝・真渕勝監修）（2010）『ポリティクス・イン・タイム』勁草書房
平井光雄（2015）「地方自治体のガバナンスに基づく自治基本条例に関する一考察」『自治総研』441号、
pp. 51-68
本田正美（2014）「政策波及のメディアとしての先駆的条例」『社会情報システム学シンポジウム学術講
演論文集』20号、pp.39-44
本田清隆、真鍋太一（2013）「区民参加に関する研究」『せたがや自治政策』vol.5、pp. 7-62
松下圭一（2012）「なせ、いま、基本条例なのか」『地方自治職員研修』45巻9号、pp.139-155
松下啓一（2004）『協働社会をつくる条例―自治基本条例・市民参加条例・市民協働支援条例の考え方』
松下啓一（2007）「自治基本条例の活かし方」『市政研究』157号、pp. 40-49
松下啓一（2009）「最近の自治基本条例案の制定状況―流山市の事例―」『自治体法務研究』16号、pp. 
32-38
水崎節文・森裕城「JED-Mデータ（28回～47回まで）」エル・デー・ビー
三浦正士（2010）「議会基本条例の課題と展望」『政治学研究論集』32号、pp. 1-19
三浦正士（2012）「自治体議会改革とパブリック・コメント制度」『政治学研究論集』36号、pp. 107-124
宗像優（2013）「議会基本条例の制定状況と今後の課題」『九州産業大学基礎教育センター研究紀要』3
号、pp. 37-48
村田春樹（2013）「自治基本条例という妖怪」『ジャパニズム』第12号、pp.7-13
村田春樹（2014）『日本乗っ取りはまず地方から！恐るべき自治基本条例！』青林堂
村松岐夫（1988）『地方自治』東京大学出版会
村松岐夫・稲継裕昭・財団法人日本都市センター編著（2009）『分権改革は都市行政機構を変えたか』第
一法規
室井力編（2003）『住民参加のシステム改革』日本評論社
森裕亮（2013）「自治基本条例と行政職員―職員の条例認知における課題―」『北九州市立大学法政論集』
第40巻4号、pp.527-556
森啓（2014）『自治体学とはどのような学か』公人の友社
山本啓編（2008）『ローカル・ガバメントとローカル・ガバナンス』法政大学出版局
横山幸司（2012）「岐阜県下の自治基本条例の動向と今後の展望についての一考察」『人間文化』31号、
pp.2-13
湯淺墾道（2008）「自治基本条例の構造と動態」『九州国際大学法学論集』15巻2号、pp.73-108

